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で、放射性物質（放射能を持った物質）を数

えると放射能濃度がわかります。一度、雨や

らちりやら、そこからは、福島第一原発から

来た放射性物質が見つかりましたが、とても

小さかったです。4月15日に、放射性ヨウ素

が、2.6 Bq/m2（平方メートル）ほどあり、

セシウム-137が2.3 Bq/m2ほどありました。

放射性物質から放射線が出るので、放射能濃

度から放射線量がわかります。これは、一年

間で0.000062mSvになります。2.4mSvほど

ある普通の放射線は、それよりずっと大きい

（4万倍）です。また、海の中やら、魚の中や

ら、土の中やらの放射能濃度も測定して、ホ

ームページで、それを見せています。 

　5月19日にシロサケを獲りました。それは

放射能濃度がちょっとありました。セシウム1

37が、43.24 Bq/kgほどあり、セシウム134

が、33.44 Bq/kgほどありました。しかし、

どの測定値も暫定規制値より小さくなってい

ます。放射性セシウム(=セシウム137＋セシウ

ム134）の暫定規制値は、500 Bq/kgです。

また、一か月間、雨水やら天から降ってきた

ちりやらを集めて、その放射能濃度の測定し

て、ホームページでそれを見せています。 

　3月1日から4月1日までに集めたものの中

に、福島第一原発から来た放射能が見つかり

ましたが、とても小さかったです。放射性ヨ

ウ素が、0.41 Bq/m2ほどありました。これ

は、一年間で0.00000012mSvになります。2.

4mSvほどある普通の放射線は、それよりず

っと大きい（2千万倍）です。4月1日から5月

2日までに集めたものの中にも、福島第一原発

から来た放射能が見つかりましたが、小さか

ったです。放射性ヨウ素が、5.7 Bq/m2ほど

あり、セシウム137が5.7 Bq/m2ほどあり、

セシウム134が6.0 Bq/m2ほどありました。

これは、一年間で0.0023mSvになります。 

2.4mSvほどある普通の放射線は、それより大

きい（千倍）です。 

　今は、北海道では、放射性物質は、体を害

するものにはなっていませんでした。それで

安心してよいです。しかし、魚の中やら、雨

水やら天から降ってきたちりやらの中の放射

能物質が少し見つかったので、今後も測定し

ていくとよいと思います。 

http://www.iph.pref.hokkaido.jp/ 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/gat/ttj/genshi.htm
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